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天
皇
陛
下 

御
即
位
二
十
年
御
成
婚
五
十
年
記
念
写
真
集

愛
蔵
版
◎
宮
内
庁
監
修
10
月
下
旬
発
売
予
定

定
価
　
本
体
３
８
０
０
円
＋
税

　
今
年
十
一
月
十
二
日
に
は
、
政
府
主
催
の
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
す
。
本
社
は
、
こ
の
式
典
に
合
わ
せ
て

宮
内
庁
監
修
に
よ
る
記
念
写
真
集
を
刊
行
し
ま
す
。

即
位
十
年
か
ら
今
日
ま
で
の
十
年
間
を
中
心
に
、
両

陛
下
は
も
と
よ
り
、
天
皇
ご
一
家
の
厳
選
し
た
写
真
、

貴
重
な
写
真
を
多
数
収
戴
し
て
い
ま
す
。

　

青
地
雄
太
郎
は
慶
応
元

（
一
八
六
五
）
年
、
前
島
村
（
現

前
島
一
丁
目
）
に
青
地
半
三
郎

の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

明
治
二
十
年
、
東
京
専
門
学
校

（
現
早
稲
田
大
学
）
を
卒
業
後

は
藤
枝
に
戻
っ
て
東
海
道
本
線

布
設
の
事
業
に
奔
走
し
ま
し
た
。

　

東
海
道
本
線
は
、
明
治
五
年

に
新
橋
︱
横
浜
間
が
開
通
、
そ

の
二
年
後
、
大
阪
︱
神
戸
間
が

開
通
し
、
東
西
か
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
新
橋
︱
静

岡
間
が
開
通
し
た
の
は
明
治

二
十
二
年
二
月
、
そ
し
て
十
月

に
は
全
線
（
新
橋
︱
神
戸
）
が

開
通
し
ま
し
た
。
最
初
は
単
線

で
、
全
線
が
複
線
に
な
っ
た
の

は
明
治
二
十
四
年
の
こ
と
で
す
。

難
航
し
た
焼
津
︱
島
田
間

　

当
初
、
焼
津
︱
袋
井
間
は
、

二
つ
の
案
が
あ
り
ま
し
た
。
藤

枝
・
島
田
・
金
谷
・
掛
川
の
旧

宿
場
を
通
る
案
と
、
宗
高
・
吉

田
・
静
波
・
相
良
を
通
る
案
で

す
。
こ
れ
は
、
距
離
が
短
く
、

地
元
の
賛
同
も
得
ら
れ
、
旧
東

海
道
案
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
焼
津
︱
島
田
間

は
難
航
し
ま
し
た
。
石
脇
・
八

楠
北
・
越
後
島
・
平
島
か
ら
藤

枝
を
経
由
す
る
案
と
、
現
在
の

中
村
・
塩
津
・
築
地
・
前
島
を

通
る
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
鉄
道
が
通
る
事
に
対

し
て
様
々
な
風
評
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。「
鉄
道
で
多
く
の
田

畑
が
つ
ぶ
れ
る
」「
汽
車
の
煙
で

火
災
が
お
き
る
」「
駅
が
で
き

る
と
旅
行
者
が
素
通
り
し
て
町

初
代
青
島
村
長
・
青
地
雄
太
郎

私
財
を
投
げ
打
ち
、
藤
枝
駅
を
前
島
に
誘
致

中
央
政
界
で
活
躍
、
郷
土
の
発
展
に
寄
与

ん
で
歓
迎
す
べ
き
も
の
だ
」
と

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
発
展
に
は

鉄
道
が
不
可
欠
だ
と
村
の
長
老

た
ち
を
説
得
し
て
回
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
、
一
年
余
に

わ
た
る
努
カ
が
実
を
結
び
、
鉄

道
が
前
島
村
を
通
る
こ
と
に
決

ま
っ
た
の
で
す
。

藤
枝
駅
誘
致
に
土
地
を
提
供

　

路
線
問
題
と
同
時
に
雄
太
郎

が
取
り
か
か
っ
た
の
が
駅
の
誘

致
で
し
た
。
当
初
駅
は
、
豊
田

村
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

雄
太
郎
は
「
駅
を
作
る
事
で
、

前
島
を
産
業･

学
問･

文
化･

交
通
の
起
点
に
し
た
い
」
と
沿

線
の
地
主
た
ち
に
説
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
雄
太
郎
は
、
自
分
の

土
地
を
駅
の
敷
地
と
し
て
寄
付

し
、
つ
い
に
駅
を
つ
く
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
す
。
明
治

二
十
二
年
四
月
の
こ
と
で
し
た
。

村
長
、
そ
し
て
中
央
政
界
へ

　

同
年
の
四
月
、
市
町
村
制
が

敷
か
れ
、「
青
島
村
」
の
誕
生
と

同
時
に
雄
太
郎
は
二
十
四
歳
で

初
代
青
島
村
長
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
三
十
五
年
に

は
国
会
議
員
と
し
て
政
界
で
活

躍
、
政
界
引
退
後
は
、
実
業
界

に
転
じ
、
信
州
に
お
い
て
電
力
、

鉄
道
事
業
に
関
与
し
、
地
域
の

振
興
に
敏
腕
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　

大
正
十
三
年
突
如
病
と
な
り
、

藤
枝
に
帰
郷
し
療
養
に
専
念
し

ま
し
た
が
、
大
正
十
五
年
十
二

月
二
十
四
日
不
帰
の
人
と
な
り

ま
し
た
。
六
十
一
歳
で
し
た
。

鴫
谷
家
住
宅
長
屋
門

ス
イ
ー
ツ
企
画
の
発
祥
は
？

　

昨
年
、
45
周
年
を
迎
え
た
藤

枝
Ｊ
Ｃ
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
事
業
で
「
ス
イ
ー
ツ
の
ま

ち｣

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の

後
、
藤
枝
Ｊ
Ｃ
の
Ｏ
Ｂ
と
現
役

で
「
ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
藤
枝
推

進
会
議
」
を
結
成
し
て
、
Ｊ
Ｃ

の
事
業
と
二
人
三
脚
で
進
め
て

き
ま
し
た
。

今
年
の
活
動
は
？

　

２
月
の
産
業
祭
で
市
内
の
ス

イ
ー
ツ
の
お
店
63
店
を
紹
介
す

る
マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。

７
月
に
は
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
で
１
０
０
ｍ
の
日
本
一
長
い

緑
茶
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
づ
く
り
、

９
月
か
ら
10
月
に
お
茶
の
ス
イ

ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
と
藤
枝
ス
イ

ー
ツ･

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し

て
11
月
に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発

行
で
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
発
表
は
？

　

10
月
31
日
に
10
種
類
の
ス
イ

ー
ツ
の
中
か
ら
「
最
も
得
票
数

が
多
か
っ
た
」
大
賞
と
「
お
茶

の
魅
力
を
最
も
伝
え
た
」
藤
枝

Ｊ
Ｃ
賞
、「
藤
枝
の
魅
力
を
最

も
伝
え
た
」
市
長
賞
が
決
定
し

ま
す
。

西
野  

浩
史

ス
イ
ー
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

　

同
時
に
行
わ
れ
る
ス
イ
ー
ツ

･

バ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
１
０
０

名
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
何
と
10
分

で
完
売
し
て
し
ま
い
、
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
。
35
種
類
の
ス
イ

ー
ツ
の
中
か
ら
10
種
類
を
選
ん

で
頂
き
ま
す
。

第
二
弾
は
ど
ん
な
企
画
？

　

藤
枝
Ｊ
Ｃ
が
前
回
発
行
し
た

「
ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
」
の
第
二

弾
で
す
。
今
回
は
推
進
会
議
が

発
行
す
る
も
の
で
、「
お
茶
と

ス
イ
ー
ツ
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」

と
い
う
企
画
で
、
藤
枝
の
お
茶

を
７
種
類
紹
介
し
、
そ
の
お
茶

を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
と
25
店
舗

を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　

11
月
８
日
か
ら
１
０
０
円
で

観
光
協
会
や
市
内
の
主
要
書
店

な
ど
で
発
売
し
ま
す
。
同
時

に
藤
枝
駅
南
で
行
わ
れ
る
ス
ト

リ
ー
ト
１
０
５
に
出
店
し
、
藤

枝
ス
イ
ー
ツ･

コ
ン
テ
ス
ト
で

賞
を
取
っ
た
ス
イ
ー
ツ
と
一
緒

に
会
場
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

多
く
の
方
に
お
越
し
頂
き
、
ま

た
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
お
買
い

求
め
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
イ
ー
ツ
ガ
イ
ド
第
二
弾
発
行

　

岡
部
に
入
り
、
藤
枝
市

役
所
岡
部
支
所
の
手
前
を

左
折
し
、
若
宮
八
幡
宮
を

右
折
し
、
常
願
寺
に
向
か

う
山
の
中
腹
に
「
長
屋
門
」

は
建
っ
て
い
ま
す
。

　

一
八
五
八
年
（
安
政

五
年
）
に
築
造
さ
れ
、

百
五
十
年
を
経
て
い
ま
す

が
、
平
成
十
三
年
度
に
修

復
さ
れ
た
た
め
、
と
て
も
き
れ

い
な
建
物
で
す
。
木
造
平
屋
建

・
寄
棟
造
・
茅
葺
で
間
口
十
七

ｍ
、
奥
行
四
・
五
ｍ
。
向
か
っ
て

左
側
に
六
畳
と
八
畳
の
和
室
、

左
側
は
土
間
造
の
部
屋
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
四
十
七
年
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

鴫
谷
家
は
、
田
中
藩
の
御
典
医
を

務
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
イ
ー
ツ
の
ま
ち
推
進
会
議
議
長

（
藤
枝
青
年
会
議
所
直
前
理
事
長
）

が
さ
び
れ
る
」
な
ど
で
す
。「
鉄

道
が
こ
な
い
よ
う
」
に
と
村
人

が
総
出
で
神
社
や
お
寺
に
願
を

掛
け
る
ほ
ど
、
自
分
の
村
に
は

鉄
道
を
通
し
た
く
な
い
と
い
う

気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

雄
太
郎
の
説
得
と
路
線
決
定

　

そ
ん
な
状
況
の
中
、
雄
太
郎

は
藤
枝
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

二
十
一
歳
で
し
た
。
雄
太
郎
は
、

「
鉄
道
は
文
明
の
利
器
で
あ
る
。

反
対
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
進

▶
青
地
雄
太
郎
の
伝
記（
曽
根
元
子
著
）

◀
藤
枝
駅
前
の
胸
像
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山辺の道を歩く
山辺の道は神神社から正應院に至るコースです。三輪・本
郷 ･山東地区には、花木やみかん畑など豊かな自然と文化
財として価値ある寺院など歴史資源が数多くありあります。
道の脇に植えられた花や手入れの行き届いた垣、お地蔵様
にかかる頭巾、現在も使用されている常夜灯、農村の文化
や住民の地域に対する優しさを感じられる道でもあります。
奈良盆地にある三輪山のふもとを巡る「山の辺の道」にな
ぞらえて名づけられました。

奈良の山の辺の道
神の住む山と崇められる桜井の三輪山の麓から奈良まで続くこの道は、記録に残る日本
最古の道といわれます。桜井市金屋の海石榴市（つばいち ) から天理市石上神宮 ( いそ
のかみじんぐう )、更に奈良へと北上する延長約 26Km の道です。今ではハイキングコー
スとして親しまれ、とりわけ大神（おおみわ）神社と天理の石上神宮の間が人気です。

①神（みわ）神社

③十輪寺 ②案山子

大和時代に奈良
の大神神社を分
霊し創建。昔は
高草山を三輪山
と呼び祀りまし
た。全国的にも
貴重な三輪鳥居
と雷井戸があり
ます。

曹洞宗の寺で焼津
の林叟院の末寺。
文化財の木喰上人
作の子安地蔵菩薩
と虚空蔵菩薩があ
ります。水琴窟も
あります。

十輪寺の手前、
道の右手墓地と
の間にある空地
の木の下に座っ
ています。

⑨東の谷の庚申塔

⑥常夜灯

⑧第５配水池

⑤三輪川の階段水辺

⑦元索道鉄塔

④興福寺薬師堂

安永七年
（1778年）

に 建 立。
60日に一
度巡って
くる庚申
の日には近隣の農家の人たち
が集まり健康や豊作を祈りま
す。

現在は廃
寺となり、
堂のみが
ありま す。
三十三年
に一度公
開される
聖徳太子作といわれる薬師如来像
があります。

今でも使わ
れている常
夜灯です。
暗くなると
電灯が点く
ようになっ
ています。

配水池は浄水池で塩素消毒された
水道水を貯めておくところです。

かつては洗
い 場 が あ
り、改修さ
れて現在の
階 段 水 辺
に。100ｍ
ほど上流に
水車跡と昔
の洗い場が残っています。

今は鉄塔だ
けがのこっ
ています。
昔は、みか
んなどを山
の上から里
へ運んでい
ました。

⑩常昌院

正應院

⑪南陽寺

⑫諏訪の池

⑯大岩稲荷神社

⑲うついち公園

⑭常夜灯

⑰光泰寺

⑮多福寺

⑱地蔵堂

⑬立石神社

⑳岡部西宮神社 木喰上人と木喰仏

曹洞宗の寺で、別名「兵隊
寺」と呼ばれ、旧志太郡下
の日露戦争で亡くなった英
霊223体の木像があります。

日 蓮 宗 の 寺 で、
この地区では最
も新しく大正13
年開創。七年を
費やして完成し
た和様素木造り
の 多 宝 塔 は 必
見。

曹 洞 宗 の 寺 で、
光 泰 寺 の 末 寺。
本尊は延命地蔵
菩薩。境内には
線刻不動明王や
素敵な鬼瓦があ
ります。

昔は、六畳
ほどの古い
池があり南
陽寺の守護
神「諏訪明
神」が祀られていました。諏訪
神社は立石神社に合祀されてい
ます。

内谷日之出
町の住民が
宇迦之御魂
大神を祀っ
て い ま す。
昭和四年に
建 立 さ れ、
同57年に現在地に移動しま
した。

屋根付き
のベンチ
やトイレ
も あ り、
ウォーキ
ングの休憩場所に最適です。
地域の憩いの場にもなってい
ます。

上部に「秋
葉 山 」、 下
部に「郷中
安全」とあ
り、火災か
ら地域の無
事と安全を

曹洞宗の寺で、
梅林院の末寺。
薬師堂や西国
三十三観世音
菩薩、木喰上
人の准胝観音
像と聖徳太子
像があります。

守るためのもので、道標で
もあります。

曹洞宗
の寺で、
光泰寺
の末寺。
本尊は
地蔵菩

お堂の中には、お地蔵様
が２体
ありま
す。

薩。昭和48年のバイパス建
設で移動し、現在地に。

祭神は須佐之男
命。疫病退治に
八幡の青山八幡
宮の摂社牛頭天
王社の分霊を勧
請。総欅造りの
神輿が見事です。

祭神は兵庫の
西宮大神。お
いべっさんと
呼ばれていま
す。創建は明
和 年 間（1764
～ 1771年）で
す。

木喰上人は56歳から93歳まで全国を
行脚し、一千体以上の仏像があるとい
います。十輪寺の２体は二日間で彫ら
れた物。（左から）子安地蔵菩薩像は、
宝珠を抱えた子供を抱いています。ま
た、虚空蔵菩薩像ともに微笑が素敵で
す。光泰寺の准胝観音像は、県下最大
のものです。聖徳太子像は、木喰仏の
発見者、柳宗悦が絶賛したものです。

岡部の里
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編集後記

月刊むるぶ編集部
〒 426-0041　静岡県藤枝市高柳 1 丁目 18-23

紙面に関するご意見や情報提供、広告のお問い合わせは、
054-635-4651 (共立印刷内)
murubu@kpnet.co.jp
または、右記の新聞販売店までお願いします

㈱藤枝江﨑新聞店　TEL 054-641-0537 
㈱薮崎新聞店・育伸社　TEL 054-641-0053
いけたに新聞店　TEL

 054-643-1000㈹ 

　むるぶの特集の取材で地域を隈なく歩くと
いろいろな発見があります。一般的な散策の
ガイドブックやマップには載っていない素敵
な地域の宝物がまだまだ一杯あるのは嬉しい
ことです。是非、皆様も歩かれて、自分なり
の宝探しをしてみて下さい。( 風雲子 )

FM島田「情報ランチ」木曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝市内の
図書館３館で閲覧できます。

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの藤枝名物･名所を教えてください。
６，あなたのおすすめの健康法
７，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，官製はがきまたは、ＦＡＸでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。

■先月の答えは 大野林火 でした。　

◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　共立印刷㈱内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６

◆締め切り　11月５日㈭
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

◆今月の記事からクイズ
長屋門があるのは

〇 〇 〇 住 宅（漢字3字）

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答え
をお書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、BiVi藤枝の映画館
（「藤枝シネ・プレーゴ」）でお好きな映画が鑑賞
できるシネマ招待券をプレゼントします。ご応募
をお待ちしています。

〔受入期間〕 2010年３月下旬～2011年２月初旬の約10ケ月
〔通学予定高校〕 静岡城北、静岡学園、吉田、大井川の各
高校に通学可能なご家庭。

〔その他〕 受入に当っては、日常生活上の食事や光熱費を
ご負担いただける方。それ以外の通学費用や医療費は、
本人ないし、ＡＦＳ日本協会が負担します。

〔問合せ先〕藤枝市泉町３７－２３
（財）ＡＦＳ日本協会・静岡支部

Tel＆Fax　６３６－５２０１

来年度、海外から来日する高校生の
ホストファミリーを募集しています。

ホストファミリー募集！ ミュゼ ふじえだ
藤枝市郷土博物館・文学館



1日（日） 8日（日） 15日（日） 23日（祝）3日（祝） 22日（日） 29日（日）
外　科

内　科
・
小児科

9:00～17:00

9:00～17:00

眼　科

耳鼻科

その他

歯　科

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

錦野クリニック
（青葉町二）
☎636･5000
〈内〉岩田クリニッ
ク（焼津市宗高）
☎662･2311

〈内〉大井内科消化
器科医院（高洲）
☎635･2088
〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
☎644･1235

匡ペインクリニック
（駅前一）
☎646･7261
〈小〉すずき小児科
医院（青葉町五）
☎636･3360
〈内〉井澤医院
（大手一）
☎641･0062
〈内・小〉八木医院
（本郷）

☎639･0009

吉田医院
（焼津市利右衛門）
☎622･0108
〈内・小〉たきいクリニ
ック（焼津市相川）
☎622･8525
〈内〉黒川医院
（瀬戸新屋）
☎644･1084

〈内〉西山クリニック
（平島）

☎646･3003

たぬま街道整形外科
（大新島）
☎634･1110
〈内〉ひろせクリ
ニック（駅前二）
☎641･0689

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
☎667･3000

近藤胃腸科外科
（南新屋）
☎641･2625
〈内・小〉大岩内科
医院（高岡一）
☎636･0018

〈内・小〉川口内科
（八幡）

☎644･3366

西井胃腸科外科
（高柳）
☎637･0610

〈内〉すぎむらクリ
ニック（若王子三）
☎647･7077
〈内・小〉菅ヶ谷内科
医院（堀之内）
☎641･2903

しまづ整形外科
（高柳二）
☎634･0888
〈内〉高橋医院
（下青島）
☎647･0370
〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
☎641･0651

1日（日） 8日（日） 15日（日） 23日（祝）3日（祝） 22日（日） 29日（日）
ともの眼科医院
（青葉町二）
☎636･3044
仲神医院

（焼津市中新田）
☎623･0805

村松歯科医院
（本町二）
☎641･1430

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）
☎641･5318
〈泌〉北川医院
（高洲）
☎634･3231
若林歯科医院
（水上）
☎644･4646

きむら眼科
（焼津市上新田）
☎622･5811
やいづ６丁目耳鼻咽
喉科（焼津市焼津六）
☎620･6001

大橋歯科医院
（水守）
☎641･6591

藤枝診療所
（高洲）
☎635･8749
〈婦〉セントラル産
婦人科（志太一）
☎643･1177
駿河台井澤歯科
（駿河台二）
☎644･1182

藤枝眼科クリニ
ック（青木二）
☎647･7770
吉田耳鼻咽喉科
医院（焼津市下小田）
☎623･1187

やまもと歯科
（東町）
☎646･1182

ふじえだ耳鼻咽喉科
クリニック（上薮田）
☎648･1000

八木橋歯科医院
（青葉町二）
☎636･1153

小川眼科医院
（本町二）
☎641･0160
佐々木耳鼻咽喉科
医院（焼津市塩津）
☎629･3775

あるふぁ歯科
（高柳）
☎637･2345

11月の休日緊急医 注）当番医が変更になる場合があります。
当日、電話確認の上、お出掛け下さい。

ところ/瀬戸新屋362-1　診療科目/内科・小児科　診療時間/19:30～23:30

054-644-0099 ※焼津の診療時間は8:30～17:00


